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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コネクタを装着する相手となる部材に対し着脱可能な固定基板と、
　前記固定基板に設けられた第１基準面と、
　前記第１基準面に対して少なくとも平行に移動自在に支持された第１のコネクタ部と、
　前記第１のコネクタ部に設けられ、前記第１基準面と略平行な第２基準面と、
　前記第２基準面に対して少なくとも平行に移動自在に支持された第２のコネクタ部と、
　を具備し、
　前記第１のコネクタ部と前記第２のコネクタ部は、略同一軸上に設けられていることを
特徴とするコネクタ。
【請求項２】
　前記第１のコネクタ部にはフランジ部を有し、前記第１基準面には、前記フランジ部を
少なくとも平行に移動自在に支持するフランジ受け部を有していることを特徴とする請求
項１に記載のコネクタ。
【請求項３】
　前記第２のコネクタ部にはフランジ部を有し、前記第２基準面には、前記フランジ部を
少なくとも平行に移動自在に支持するフランジ受け部を有していることを特徴とする請求
項１～２のいずれかに記載のコネクタ。
【請求項４】
　前記第１基準面は、前記第１のコネクタ部を三次元的に揺動自在に支持する支持手段を
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有していることを特徴とする請求項１に記載のコネクタ。
【請求項５】
　前記第２基準面は、前記第２のコネクタ部を三次元的に揺動自在に支持する支持手段を
有していることを特徴とする請求項１に記載のコネクタ。
【請求項６】
　前記第１のコネクタ部及び前記第２のコネクタ部は、電気、光学のいずれかまたは両方
を接続するコネクタ部であることを特徴とする請求項１に記載のコネクタ。
【請求項７】
　前記請求項１～６のいずれかに記載のコネクタを備えた第１の医療機器と、前記第１の
医療機器に着脱自在に接続される第２の医療機器と、
　を備えたことを特徴とする医療装置。
【請求項８】
　前記第１の医療機器は、電気コネクタ、光学コネクタのいずれかまたは両方を備えた内
視鏡制御機器であり、前記第２の医療機器は、前記電気コネクタ、光学コネクタのいずれ
かまたは両方に着脱可能に接続される内視鏡であることを特徴とする請求項７に記載の医
療装置。
【請求項９】
　前記第１の医療機器は、略同一軸上に設けられた電気コネクタ及び光学コネクタを備え
た内視鏡制御機器であり、前記第２の医療機器は、前記電気コネクタ及び光学コネクタに
着脱可能に接続される操作部本体を備えた内視鏡であることを特徴とする請求項８に記載
の医療装置。
【請求項１０】
　前記第１の医療機器は、略平行に設けられた電気コネクタ及び光学コネクタを備えた内
視鏡制御機器であり、前記第２の医療機器は、前記電気コネクタ及び光学コネクタに着脱
可能に接続される操作部本体を備えた内視鏡であることを特徴とする請求項９に記載の医
療装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば内視鏡の操作部基端側に位置する内視鏡本体と、この内視鏡本体が接
続されるパワーユニットとならなる医療機器に採用されるコネクタ及び医療装置に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　電気、流体、光等の接続を行うコネクタとして、互いに嵌合する雄側コネクタと雌側コ
ネクタとからなり、雌側コネクタの内周面に電気接続部を設け、雌側コネクタの軸心部に
光接続部を設け、雄側コネクタを雌側コネクタに挿入することにより、電気的接続と光接
続が同時に行えるようにした多機能コネクタが知られている（例えば、特許文献１、２参
照。）。
【０００３】
 また、電気信号と光信号用のコネクタとして、雄側コネクタの外周部に電気信号接続用
の複数の端子を設けるとともに、軸心部に光信号用のファイバーケーブルを設ける。雌側
コネクタの内周面に複数の電気接点を設けるとともに、軸心部にファイバーケーブルが挿
入される貫通孔及びこの貫通孔に対向する光電変換素子を設けた複合コネクタが知られて
いる（例えば、特許文献３参照。）。
【０００４】
 さらに、光ファイバーコネクタとして、光ファイバーの端部に接続されるプラグの内部
に光ファイバー接続端を設けるとともに、プラグの外部に電気接触端子を設ける。電気機
器のコンセント穴に、受光素子及び電気接触子を設け、電気的接続と光接続が同時に行え
るようにしたコネクタが知られている（例えば、特許文献４、５参照。）。
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【０００５】
 また、内視鏡等の医療装置においては、体腔内に挿入する挿入部の基端部に本体部が設
けられ、本体部には光源装置等に接続されるユニバーサルコードが接続されている。挿入
部には、照明光学系、観察光学系と接続される信号線、湾曲操作ワイヤ、送気・送水ある
いは吸引管路等の内蔵物が挿通されている。さらに本体部には、前記照明光学系、信号線
及び各種管路の接続部が設けられているとともに、湾曲部を湾曲操作する湾曲操作部、送
気・送水及び吸引等の各種操作ボタンが設けられている。
【０００６】
 また、操作部を、挿入部側本体と、この挿入部側本体が着脱自在に接続されるパワーユ
ニットとから構成したものも知られている。前記パワーユニットには、電動モータによっ
て駆動される湾曲駆動機構の駆動側カップリングを備え、挿入部側本体には電動アングル
機構の従動側カップリングを備え、挿入部側本体をパワーユニットに接続すると、湾曲駆
動機構の駆動側カップリングと電動アングル機構の従動側カップリングとが連結されるよ
うになっている。
【０００７】
 さらに、周辺機器及びこれと電気的に接続される内視鏡の挿入部側本体に電気的に接続
される電気接点部が設けられ、挿入部側本体を周辺機器に接続すると、電気接点部同士が
接触して電気的に接続され、電気信号の授受が行えるものも知られている（例えば、特許
文献６、７参照。）。
【特許文献１】特開平１０－２２００７号公報
【特許文献２】特開２００４－２４１２１０号公報
【特許文献３】特開２００２－２３７２２６号公報
【特許文献４】実開平５－３８７７７号公報
【特許文献５】実開平６－７１６４号公報
【特許文献６】特開平６－１３３９１９号公報
【特許文献７】特開２００１－２２４５５６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、特許文献１～５に開示されたコネクタは、互いに嵌合する雄側コネクタ
と雌側コネクタとからなり、電気的接続と光接続が同時に行えるようにしたものであるが
、雄側コネクタと雌側コネクタとの嵌合精度が要求される。つまり、雄側コネクタと雌側
コネクタとの着脱を繰り返し、両者間に磨耗が生じると電気的な接続不良を招く虞がある
。さらに、光接続部においては、僅かな軸心のずれが生じても光量低下の原因となり、特
に内視鏡装置の照明用光ファイバーの接続においては、高い光伝送効率が要求されている
ため、特許文献１～５に開示されたコネクタは採用できない。
【０００９】
 さらに、特許文献６，７に開示された医療装置における周辺機器及びこれと電気的に接
続される内視鏡の挿入部側本体との接続においても、着脱を繰り返し、両者間に磨耗が生
じると電気的な接続不良を招く虞がある。
【００１０】
　本発明は、前記事情に着目してなされたもので、その目的とするところは、電気的接続
や光学的接続が確実に行え、信頼性の向上を図ることができるコネクタ及び医療装置を提
供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　前記目的を達成するために、請求項１の発明は、コネクタを装着する相手となる部材に
対し着脱可能な固定基板と、前記固定基板に設けられた第１基準面と、前記第１基準面に
対して少なくとも平行に移動自在に支持された第１のコネクタ部と、前記第１のコネクタ
部に設けられ、前記第１基準面と略平行な第２基準面と、前記第２基準面に対して少なく
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とも平行に移動自在に支持された第２のコネクタ部と、を具備し、前記第１のコネクタ部
と前記第２のコネクタ部は、略同一軸上に設けられていることを特徴とするコネクタであ
る。
【００１２】
　前記第１のコネクタ部には、好ましくは、フランジ部を有し、前記第１基準面には、前
記フランジ部を少なくとも平行に移動自在に支持するフランジ受け部を有していることを
特徴とする。
【００１３】
　前記第２のコネクタ部には、好ましくは、フランジ部を有し、前記第２基準面には、前
記フランジ部を少なくとも平行に移動自在に支持するフランジ受け部を有していることを
特徴とする。
【００１４】
　前記第１基準面は、好ましくは、前記第１のコネクタ部を三次元的に揺動自在に支持す
る支持手段を有していることを特徴とする。
【００１５】
　前記第２基準面は、好ましくは、前記第２のコネクタ部を三次元的に揺動自在に支持す
る支持手段を有していることを特徴とする。
【００１６】
　前記第１のコネクタ部及び前記第２のコネクタ部は、好ましくは、電気、光学のいずれ
かまたは両方を接続するコネクタ部であることを特徴とする。
【００１７】
　請求項７の発明は、前記請求項１～６のいずれかに記載のコネクタを備えた第１の医療
機器と、前記第１の医療機器に着脱自在に接続される第２の医療機器と、を備えたことを
特徴とする医療装置である。
【００１８】
　請求項８の発明は、前記第１の医療機器は、電気コネクタ、光学コネクタのいずれかま
たは両方を備えた内視鏡制御機器であり、前記第２の医療機器は、前記電気コネクタ、光
学コネクタのいずれかまたは両方に着脱可能に接続される内視鏡であることを特徴とする
請求項７に記載の医療装置である。
【００１９】
　請求項９の発明は、前記第１の医療機器は、略同一軸上に設けられた電気コネクタ及び
光学コネクタを備えた内視鏡制御機器であり、前記第２の医療機器は、前記電気コネクタ
及び光学コネクタに着脱可能に接続される操作部本体を備えた内視鏡であることを特徴と
する請求項８に記載の医療装置である。
【００２０】
　請求項１０の発明は、前記第１の医療機器は、略平行に設けられた電気コネクタ及び光
学コネクタを備えた内視鏡制御機器であり、前記第２の医療機器は、前記電気コネクタ及
び光学コネクタに着脱可能に接続される操作部本体を備えた内視鏡であることを特徴とす
る請求項９に記載の医療装置である。
【発明の効果】
【００２４】
　本発明によれば、コネクタが基準面に対して移動できるため、コネクタがこれに接続さ
れる部材に追従して接続されるため、例えば、電気接続、光学接続あるいはこれらの接続
を同時に確実に行うことができ、信頼性を向上できるという効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２５】
　以下、本発明の各実施の形態を図面に基づいて説明する。
【００２６】
　図１～図８は第１の実施形態を示す。図１は医療装置１０の全体構成を示し、医療装置
１０を手術用ベッド１１の脇に設置した状態の斜視図である。キャスター１２を備えた支
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持台１３には光源装置１４、ビデオプロセッサ１５及びコントロールボックス１６等が搭
載されている。支持台１３には支持機構１７を構成する支柱１８が垂直方向に立設され、
この支柱１８の上端部には水平面内で回動自在なアーム１９を介して医療器具保持部とし
ての内視鏡保持部２０が設けられている。
【００２７】
　内視鏡保持部２０には医療器具としての内視鏡２１が保持されている。内視鏡２１は、
本体部２２と、本体部２２に接続された挿入部２３及びユニバーサルコード２４から構成
されている。挿入部２３には湾曲部２５及び先端構成部２６が設けられている。ユニバー
サルコード２４にはコネクタ２７が設けられ、このコネクタ２７は光源装置１４に接続さ
れている。
【００２８】
　内視鏡２１の先端構成部２６には体腔内を照明する照明光学系、体腔内を観察する観察
光学系を備えている。照明光学系は光源装置１４からの照明光をユニバーサルコード２４
、挿入部２３を介して先端構成部２６の前面から出射する。観察光学系は、先端構成部２
６に設けられた固体撮像素子等の撮像ユニットからの映像信号をビデオプロセッサ１５が
受けて所定の信号処理を施し、このビデオプロセッサ１５から出力される映像信号はコン
トロールパネル２８に伝送される。コントロールパネル２８には所定の内視鏡画像がその
表示部２９に表示する他、この表示部２９の表示面上にタッチパネル式などの操作部が設
けられている。このため、術者は、このコントロールパネル２８の操作部から各種の操作
指示を入力することができる。
【００２９】
　さらに、コントロールボックス１６は、内視鏡２１を観察や処置に使用する際の送気や
送水を行うための電磁弁ユニット（図示しない）を動作させるためのものである。この電
磁弁ユニットは、挿入部２３の内部に設けられる送気送水管路や吸引管路等を介して送気
送水および吸引動作の制御を行う。コントロールボックス１６のシステムコントローラは
、光源装置１４およびビデオプロセッサ１５に電気的に接続されている。
【００３０】
　なお、図１に示す、コントロールボックス１６の電磁弁ユニットには、流体制御カセッ
ト３０が着脱可能に装着されている。この流体制御カセット３０は、送気、送水、前方送
水に関する弁体を有する流量調整機構を備えている。電磁弁ユニットは、流体制御カセッ
ト３０の流量調整機構を駆動する。
【００３１】
　また、コントロールボックス１６には、内視鏡２１に対して送気、送水及び前方送水を
行う３本のチューブ３３ａ，３３ｂ，３３ｃの一端が接続され、他端は内視鏡２１の本体
部２２に接続されている。これらチューブ３３ａ，３３ｂ，３３ｃは中空の柔軟な樹脂材
で形成されている。前記ユニバーサルコード２４にはライトガイドファイバーや信号線が
内挿されている。
【００３２】
　支持機構１７のアーム１９には複数本の支持ロッド３４ａ，３４ｂが立設され、これら
支持ロッド３４ａ，３４ｂにはチューブ３３ａ，３３ｂ，３３ｃ及びユニバーサルコード
２４の中途部を支持するリテーナ３５ａ，３５ｂが設けられている。
【００３３】
 図２は内視鏡２１の本体部２２及び挿入部２３の内部構造を概略的に示す構成図である
。コントロールボックス１６はチューブ３３ａ，３３ｂ，３３ｃを介して本体部２２に接
続され、本体部２２から挿入部２３の先端構成部２６に連通されている。このため、コン
トロールボックス１６の電磁弁ユニットが駆動されて流体制御カセット３０から送気送水
動作が行なわれると、チューブ３３ａ，３３ｂを通して先端構成部２６から送気送水を行
うことができる。
【００３４】
　さらに、内視鏡２１の本体部２２には、湾曲操作指示に応じて制御される電動モータを
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備えた湾曲駆動機構３６が内蔵され、湾曲部２５を上下左右に湾曲動作するように構成さ
れている。内視鏡２１には光源装置１４から供給される照明光束を光伝送する照明光学系
を構成する後述するライトガイド４６が挿通され、先端構成部２６から出射される。先端
構成部２６には固体撮像素子からなる撮像ユニット３７が設けられている。ビデオプロセ
ッサ１５には撮像ユニット３７からの映像信号を伝達する信号ケーブル３８、映像基板３
９、フレキシブル基板４０及び信号ケーブル４１が接続されている。この信号ケーブル４
１は本体部２２及びユニバーサルコード２４の内部を挿通してビデオプロセッサ１５の所
定の端子に接続されている。
【００３５】
　図３は内視鏡２１の本体部２２を示す斜視図である。挿入部２３の基端部に設けられた
本体部２２は、挿入部側本体５０と、この挿入部側本体５０に対して着脱可能で、挿入部
側本体５０に動力、流体、光、電力、信号を供給するための供給源側本体部としてのパワ
ーユニット５１とから構成されている。まず、挿入部側本体５０及びパワーユニット５１
の外部構成について説明すると、挿入部側本体５０の先端部における側部には突出部５２
が設けられ、この突出部５２には挿入部側本体５０の軸方向に対して外側に傾斜する鉗子
挿入口４５が設けられている。
【００３６】
 挿入部側本体５０の中間部にはその軸方向に対して直角な取付け面５０ａが設けられ、
取付け面５０ａには流体接続コネクタを構成する送気口金５３ａ、送水口金５３ｂ、前方
送水口金５３ｃ及び漏水検知口金５４がその開口を基端側に向けて配置されている。すな
わち、送気口金５３ａ、送水口金５３ｂ、前方送水口金５３ｃは、挿入部側本体５０の基
端側、つまり前記鉗子挿入口４５と離間した位置に配置されている。鉗子挿入口４５は、
鉗子、カテーテル等の処置具が挿脱されるため、不潔域となる場合があるが、送気口金５
３ａ、送水口金５３ｂ、前方送水口金５３ｃを鉗子挿入口４５から離間させることにより
感染を防止できる。
【００３７】
 また、内視鏡２１を使用後に洗浄する内視鏡自動洗浄装置では、漏水検知、各管路への
送気・送水及び送気口金５３ａ、送水口金５３ｂ、前方送水口金５３ｃを介して各管路へ
のブラシの挿通の３つの機能を自動で行うことが求められている。そこで、送気口金５３
ａ、送水口金５３ｂ、前方送水口金５３ｃ及び漏水検知口金５４を横一列に配置し、しか
も漏水検知口金５４の開口を送気口金５３ａ、送水口金５３ｂ、前方送水口金５３ｃと平
行にすることにより、内視鏡自動洗浄装置側としては、１方向の制御のみで上記３種類の
機能を果たすことができる。しかも漏水検知口金５４を最も外側に配置したのは、漏水検
知を手動で行う際に他の口金が邪魔にならないようにすることを考慮したものである。
【００３８】
 さらに、挿入部側本体５０の基端部には角筒部５５及びこの角筒部５５の後端に円筒部
５６が一体に設けられている。角筒部５５の外側部には前記湾曲駆動機構３６と連動する
従動側部材としての従動側カップリング５７が設けられている。円筒部５６の後端面には
前記ライトガイド４６と接続するライトガイドコネクタ５８が設けられている。さらに、
円筒部５６の後端部は電気絶縁材料によって形成され、その外周面には周方向に電気信号
用コネクタとしての多数の電気接点部５９が配置されている。
【００３９】
　図４～図７は挿入部側本体５０及びパワーユニット５１の内部構造を示し、図４は挿入
部側本体５０とパワーユニット５１との非接続状態の縦断側面図、図５は同接続状態の縦
断側面図、図６は挿入部側本体５０とパワーユニット５１との非接続状態を示し、パワー
ユニット５１のみを断面した側面図、図７は同接続状態を示し、パワーユニット５１のみ
を断面した側面図である。
【００４０】
 まず、挿入部側本体５０側について説明すると、挿入部側本体５０の内部には角筒部５
５の本体部を構成するアルミニウム等の剛性を有する金属部材からなるシャーシ６１が設
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けられている。シャーシ６１の後端部は開口され、この開口を囲む端縁部には嵌合段部６
２が形成されている。
【００４１】
 このシャーシ６１の後端部には円筒部５６の一部を構成する円筒状の嵌合部材６３が設
けられている。嵌合部材６３はアルミニウム等の剛性を有する金属部材からなり、基端部
にはフランジ部６４を有する閉塞部６５が設けられ、先端部には開口した小径部６６が設
けられている。嵌合部材６３のフランジ部６４にはシャーシ６１の嵌合段部６２に嵌合す
る環状溝６７が設けられ、この嵌合段部６２と環状溝６７とはＯリング６８によって水密
にシールされている。
【００４２】
 嵌合部材６３には円筒部５６の一部を構成する円筒状の挿入側コネクタ本体６９が設け
られている。挿入側コネクタ本体６９は電気絶縁材料によって形成され、基端部の開口は
Ｏリング７０を介して小径部６６に水密に嵌合されている。挿入側コネクタ本体６９の先
端部は肉厚の隔壁によって閉塞され、この隔壁には挿入側コネクタ本体６９の軸心と同心
的で小径な突出筒部７１が一体に設けられている。挿入側コネクタ本体６９の外周面には
前記電気接点部５９が配置されており、各電気接点部５９のリード部５９ａは挿入側コネ
クタ本体６９の隔壁を貫通して挿入側コネクタ本体６９の内部まで延長している。
【００４３】
 挿入側コネクタ本体６９の内部には弾性部材のパッキン７２がパッキンつぶし部材７３
によって圧接状態に固定され、各電気接点部５９のリード部５９ａはパッキン７２を貫通
して水密に保たれている。さらに、パッキンつぶし部材７３にはリード部５９ａと接続さ
れたフレキシブルコネクタ７４が固定され、このフレキシブルコネクタ７４にはコネクタ
７５が接続されている。フレキシブルコネクタ７４は、図８（ａ）に示すように、環状基
部７４ａのリード部５９ａと接続される接続孔７４ｂが設けられている。さらに、環状基
部７４ａの外周部には放射状に突出する舌片状の複数の端子片７４ｃが一体に設けられて
いる。そして、これら端子片７４ｃを図８（ｂ）に示すように、同方向に折曲して起立さ
せたものであり、各端子片７４ｃ上にコネクタ７５が設置されている。
【００４４】
 また、図４～図７に示すように、前記嵌合部材６３の閉塞部６５における中心部には円
筒部５６の後端部方向に突出する筒部７６が一体に設けられ、この内周面にはねじ部７６
ａが形成されている。ねじ部７６ａにはパイプからなるライトガイド固定部材７７の基端
部がねじ込み固定され、ライトガイド固定部材７７の先端部は挿入側コネクタ本体６９の
突出筒部７１の内部まで突出している。ライトガイド固定部材７７の内部には前記ライト
ガイド４６が挿入されている。
【００４５】
 ライトガイド４６の先端部にはパイプ状のライトガイド嵌合部材７８が嵌合され、この
ライトガイド嵌合部材７８の基端部はライトガイド固定部材７７の内周面に嵌合されてい
る。ライトガイド嵌合部材７８の先端部にはレンズ枠７９が固定され、レンズ枠７９には
光学レンズ８０が装着されている。レンズ枠７９の外周面には電気コネクタ固定部材８１
が螺合されているとともに、両者間はＯリング８２で水密にシールされている。電気コネ
クタ固定部材８１の外周面にもＯリング８３が装着され、このＯリング８３によって挿入
側コネクタ本体６９の突出筒部７１との間が水密にシールされている。さらに、電気コネ
クタ固定部材８１の先端部にはフランジ部８１ａが設けられ、このフランジ部８１ａと突
出筒部７１との間には金属からなる電気コネクタ保護部材８４が介在されている。
【００４６】
 従って、電気接点部５９が設けられた挿入側コネクタ本体６９とレンズ枠７９及び電気
コネクタ固定部材８１はＯリング８２，８３によって水密にシールされ、挿入側コネクタ
本体６９は嵌合部材６３に対してＯリング７０によって水密にシールされている。
【００４７】
 次に、前記パワーユニット５１側について説明すると、パワーユニット５１の本体部を
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構成するアルミニウム等の剛性を有する金属部材からなる固定基板としてのシャーシ８５
が設けられている。シャーシ８５は挿入部側本体５０の嵌合部材６３が挿入される円筒状
の空洞部８６が設けられている。空洞部８６の内周面には嵌合受け部８７が設けられ、こ
の嵌合受け部８７には金属弾性部材からなる複数のフィンガ８８が周方向に配設されてい
る。
【００４８】
 シャーシ８５の先端部には第１基準面を構成するフランジ受け部８９が設けられ、この
フランジ受け部８９には周壁部９０とこの周壁部９０に対して固定された抑え部材９１に
よって環状溝９２が形成されている。シャーシ８５の先端側には第１のコネクタ部として
の円筒状のケーシング９３が設けられている。ケーシング９３の基端部にはフランジ部９
４が設けられ、このフランジ部９４はシャーシ８５の環状溝９２に嵌合されている。環状
溝９２の内径はケーシング９３のフランジ部９４の外径より大きく形成され、環状溝９２
に対してケーシング９３が径方向に移動自在であり、フランジ部９４と抑え部材９１との
間にはＯリング９５が介在されて水密にシールされている。従って、フランジ受け部８９
に対してフランジ部９３が三次元的に揺動自在に支持される支持手段が構成されている。
【００４９】
 ケーシング９３の内部には円筒状の端子固定部材９６が設けられている。端子固定部材
９６の内周面には電気接点部５９に対応して複数の電気端子部９７が配置され、これら電
気端子部９７は端子固定部材９６の内周面から内側に突出している。端子固定部材９６の
端面には弾性部材のパッキン９８がパッキンつぶし部材９９によって圧接状態に固定され
、各電気端子部９７のリード部９７ａはパッキン９８を貫通して水密に保たれている。さ
らに、パッキンつぶし部材９９はケーシング９３に対してねじ込み固定された端子固定リ
ング１００によって抑え固定されている。
【００５０】
 端子固定部材９６の基端側には電気端子部９７と隣接して水分を除去する除去手段とし
ての第１のワイパ１０１と、端子固定部材９６の先端側には電気端子部９７と隣接して第
１のワイパ１０１による除去方向とは異なる方向からの水分の侵入を防止する防止手段と
しての第２のワイパ１０２が設けられている。
【００５１】
 第１のワイパ１０１は、ケーシング９３の内周面に沿って円環状のゴム部材によって形
成され、断面形状で示すように基部にくびれ部１０１ａが形成され、先端部に円弧状の摺
接部１０１ｂが形成されている。そして、第１のワイパ１０１は摺接部１０１ｂの内径が
前記挿入側コネクタ本体６９の外径より僅かに小径に形成され、パワーユニット５１の端
子固定部材９６に対する挿入側コネクタ本体６９の挿脱に伴ってくびれ部１０１ａを支点
として左右方向に折曲した状態で、摺接部１０１ｂが挿入側コネクタ本体６９の外周面と
摺接するように形成されている。
【００５２】
 第２のワイパ１０２も、ケーシング９３の内周面に沿って円環状のゴム部材によって形
成され、断面形状で示すように基部１０２ａがワイパ固定リング１０３によって端子固定
部材９６に固定され、先端部に内側に突出する摺接部１０２ｂが形成されている。そして
、第２のワイパ１０２は摺接部１０２ｂの内径が前記挿入側コネクタ本体６９の外径より
僅かに小径に形成され、パワーユニット５１の端子固定部材９６に対する挿入側コネクタ
本体６９の挿脱に伴って摺接部１０２ｂが挿入側コネクタ本体６９の外周面と摺接するよ
うに形成されている。
【００５３】
 このように、端子固定部材９６には電気端子部９７を挟んで第１のワイパ１０１と第２
のワイパ１０２とが設けられ、パワーユニット５１の端子固定部材９６に対する挿入側コ
ネクタ本体６９の挿脱に伴って端子固定部材９６の表面に付着している水分を第１のワイ
パ１０１によって除去できるようになっている。さらに、端子固定部材９６の先端側に付
着している水分が重力によって電気接点部５９の方向に流れるのを第２のワイパ１０２に
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よって阻止するように構成されている。
【００５４】
 また、端子固定部材９６の先端部には円筒状のライトガイド固定基板１０４が固定され
ている。ライトガイド固定基板１０４の先端部には第２の基準面を構成するフランジ受け
部１０５が設けられ、このフランジ受け部１０５には周壁部１０６とこの周壁部１０６に
対して固定された抑え部材１０７によって環状溝１０８が形成されている。ライトガイド
固定基板１０４の先端側には第２のコネクタ部としての円筒状のライトガイド固定部材１
０９が設けられている。ライトガイド固定部材１０９の基端部にはフランジ部１１０が設
けられ、このフランジ部１１０はライトガイド固定基板１０４の環状溝１０８に嵌合され
ている。環状溝１０８の内径はライトガイド固定部材１０９のフランジ部１１０の外径よ
り大きく形成され、環状溝１０８に対してライトガイド固定部材１０９が径方向に移動自
在であり、フランジ部１１０と抑え部材１０７との間にはＯリング１１１が介在されて水
密にシールされている。従って、フランジ受け部１０５に対してフランジ部１１０が三次
元的に揺動自在に支持される支持手段が構成されている。
【００５５】
 ライトガイド固定部材１０９の内部にはライトガイド嵌合部材１１２が収納され、この
ライトガイド嵌合部材１１２の外周面とライトガイド固定部材１０９の内周面との間には
Ｏリング１１３によってシールされている。ライトガイド固定部材１０９に対してライト
ガイド嵌合部材１１２は軸方向に移動自在であり、スプリング１１２ａによってライトガ
イド嵌合部材１１２は基端側に弾性的に付勢されている。このライトガイド嵌合部材１１
２のライトガイド嵌合部材１１２の中心部には軸方向に貫通孔１１４が設けられ、この貫
通孔１１４の内部にはライトガイド１１５が装着されている。ライトガイド１１５の端面
には平板ガラスからなる光学レンズ１１６が密着状態で設けられている。光学レンズ１１
６はライトガイド嵌合部材１１２に設けられた嵌合筒１１７に固定されたレンズ枠１１８
に装着されている。
【００５６】
 次に、パワーユニット５１の空洞部８６に対して挿入部側本体５０の挿入側コネクタ本
体６９を挿入し、挿入部側本体５０とパワーユニット５１とを電気的及び光学的に接続す
る作用について説明する。
【００５７】
　挿入部側本体５０を把持して挿入側コネクタ本体６９を空洞部８６に挿入すると、挿入
側コネクタ本体６９の外周面はフィンガ８８に接触するため、挿入側コネクタ本体６９は
空洞部８６の中心部方向に弾性的に位置決めされる。挿入側コネクタ本体６９が空洞部８
６に挿入されると、まず挿入側コネクタ本体６９の外周面における先端部が第１のワイパ
１０１の摺接部１０１ｂに接触する。
【００５８】
　挿入側コネクタ本体６９を空洞部８６に深く挿入すると、挿入側コネクタ本体６９の外
周面と第１のワイパ１０１の摺接部１０１ｂとが摺動し、第１のワイパ１０１のくびれ部
１０１ａを支点として空洞部８６の奥部方向に折曲した状態になり、その摺接部１０１ｂ
が挿入側コネクタ本体６９の外周面に摺接する。従って、挿入側コネクタ本体６９の外周
面に洗滌時に付着した水分が残っていても、水分は第１のワイパ１０１によって拭き取ら
れる。挿入側コネクタ本体６９の外周面には複数の電気接点部５９が設けられ、この電気
接点部５９の表面にも水分が付着していることがあるが、その水分も第１のワイパ１０１
のよって拭き取られる。
【００５９】
　挿入側コネクタ本体６９を空洞部８６にさらに深く挿入すると、電気接点部５９と電気
端子部９７とが対向し、両者は接触して挿入部側本体５０とパワーユニット５１とが電気
的に導通状態となる。挿入側コネクタ本体６９を空洞部８６の最も奥部に挿入すると、挿
入側コネクタ本体６９の先端部における外周面が第２のワイパ１０２の摺接部１０２ｂに
摺接し、摺接部１０２ｂは折曲されて挿入側コネクタ本体６９の先端部における外周面に
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密着する。すなわち、挿入側コネクタ本体６９の先端側の外周面と突出筒部７１との間を
第２のワイパ１０２が遮断した状態となる。従って、挿入側コネクタ本体６９の先端側と
突出筒部７１との間の水分が付着していても、第２のワイパ１０２によって水分が電気接
点部５９の方向に流れることはない。つまり、内視鏡２０の使用状態においては、挿入部
側本体５０が下側になる縦方向になって挿入側コネクタ本体６９の先端側と突出筒部７１
との間の水分が重力によって挿入部側本体５０の電気接点部５９の方向に流れることがあ
るが、第２のワイパ１０２を設けているため、電気接点部５９の方向に流れようとする水
分を遮断できる。
【００６０】
　このようにして挿入側コネクタ本体６９が空洞部８６の最も奥部に挿入されると、挿入
側コネクタ本体６９のレンズ枠７９がライトガイド嵌合部材１１２の嵌合筒１１７に嵌合
し、光学レンズ８０と光学レンズ１１６とが対向してパワーユニット５１と挿入部側本体
５０とが光学的にも接続された状態となる。
【００６１】
　また、パワーユニット５１側のシャーシ８５の環状溝９２に対してケーシング９３のフ
ランジ部９４が径方向に移動自在であり、Ｏリング９５によってシャーシ８５に対してケ
ーシング９３のフランジ部９４が弾性的に押圧されている。従って、ケーシング９３が揺
動自在に支持され、端子固定部材９６は三次元的に揺動自在である。さらに、ライトガイ
ド固定基板１０４の環状溝１０８にはライトガイド固定部材１０９のフランジ部１１０が
径方向に移動自在であり、Ｏリング１１１によってライトガイド固定基板１０４に対して
ライトガイド固定部材１０９が弾性的に押圧されてライトガイド固定部材１０９は三次元
的に揺動自在である。
【００６２】
　従って、挿入側コネクタ本体６９を空洞部８６に挿入する際に、挿入側コネクタ本体６
９の挿入先端側が径方向に揺動しても、挿入側コネクタ本体６９の揺動に伴って端子固定
部材９６及びライトガイド固定部材１０９が三次元的に揺動して追従することになる。こ
のため、挿入部側本体５０を把持して挿入側コネクタ本体６９を空洞部８６に挿入する際
に挿入側コネクタ本体６９に挿入先端側が径方向に位置ずれしても引っ掛かり感がなく円
滑に挿入できる。そして、電気接点部５９を電気端子部９７に接触させて電気的に導通さ
せ、レンズ枠７９をライトガイド嵌合部材１１２の嵌合筒１１７に嵌合して確実に光学的
に接続することができる。
【００６３】
　さらに、ライトガイド固定部材１０９に対してライトガイド嵌合部材１１２が嵌合され
、ライトガイド嵌合部材１１２はスプリング１１２ａによってライトガイド固定基板１０
４のフランジ受け部１０５に弾性的に押圧されている。従って、挿入側コネクタ本体６９
のレンズ枠７９をライトガイド嵌合部材１１２の嵌合筒１１７に嵌合する際の挿入方向の
衝撃力をスプリング１１２ａによって吸収することができると同時に光学レンズ８０と１
１６とを密着することができる。
【００６４】
　図９は第２の実施形態を示し、第１の実施形態と同一構成部分は同一番号を付して説明
を省略する。図９は挿入部側本体１２０及びパワーユニット１２１の内部構造を示し、挿
入部側本体１２０とパワーユニット１２１との非接続状態の縦断側面図である。
【００６５】
 まず、挿入部側本体１２０側について説明すると、挿入部側本体１２０の内部にはアル
ミニウム等の剛性を有する金属部材からなるシャーシ１２２が設けられている。シャーシ
１２２の後端部には電気コネクタ部材１２３と光学コネクタ部材１２４が隣り合って平行
状態に設けられている。電気コネクタ部材１２３には第１の実施形態と同様に挿入側コネ
クタ本体６９が設けられ、この挿入側コネクタ本体６９には電気接点部５９が配置されて
いる。
【００６６】
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 さらに、シャーシ１２２には後端部方向に突出する筒部１２５が設けられ、この筒部１
２５には電気コネクタ固定支柱１２６がねじ込み固定されている。電気コネクタ固定支柱
１２６は挿入側コネクタ本体６９の中心部を通って挿入側コネクタ本体６９の先端側に突
出しており、先端部にはフランジ部１２７が設けられている。このフランジ部１２７の外
周面にはねじ部１２８が形成され、このねじ部１２８にはキャップ１２９がねじ込み固定
されている。キャップ１２９の外周面はＯリング１３０を介して挿入側コネクタ本体６９
の嵌合孔１３１と密着されており、電気コネクタ固定支柱１２６によって挿入側コネクタ
本体６９を支持すると同時に水密にシールされている。
【００６７】
 前記光学コネクタ部材１２４は後方に向かって突出する円筒部１３２を有している。円
筒部１３２の内周面の基端部及び先端部にはねじ部１３３，１３４が設けられている。基
端部のねじ部１３３にはシャーシ１２２の内側からライトガイド固定枠１３５がねじ込み
固定されており、光学コネクタ部材１２４を補強している。ライトガイド固定枠１３５に
は第１の実施形態と同様に、ライトガイド４６に嵌合するライトガイド嵌合部材７８が挿
入され、ライトガイド嵌合部材７８には光学レンズ８０を装着したレンズ枠７９が嵌合さ
れている。レンズ枠７９は光学コネクタ部材１２４のねじ部１３４にねじ込み固定され、
さらにＯリング８３を介して光学コネクタ部材１２４に水密にシールされている。
【００６８】
 次に、パワーユニット１２１側について説明すると、パワーユニット１２１の本体部を
構成するシャーシ８５には電気コネクタ部材１２３及び光学コネクタ部材１２４と対応し
て電気コネクタ空洞部１３６と光学コネクタ空洞部１３７が隣り合って平行状態に設けら
れている。電気コネクタ空洞部１３６にはシャーシ８５の先端側には円筒状のケーシング
９３が設けられている。ケーシング９３の内部には端子固定部材１３８が設けられている
。端子固定部材１３８は円筒部１３９と、この円筒部１３９の先端開口を閉塞する閉塞部
１４０が設けられている。
【００６９】
 円筒部１３９の内周面には第１の実施形態と同様に電気接点部５９に対応して複数の電
気端子部９７が配置されている。円筒部１３９の基端側には電気端子部９７と隣接して水
分を除去する除去手段としての第１のワイパ１０１が設けられ、円筒部１３９の先端側で
、閉塞部１４０の内面には第１のワイパ１０１による除去方向とは異なる方向からの水分
の侵入を防止する防止手段としての第２のワイパ１０２が設けられている。
【００７０】
 光学コネクタ空洞部１３７にはシャーシ８５に対してライトガイド固定部材１０９が設
けられている。シャーシ８５の前端部には第１基準面を構成するフランジ受け部１４１が
設けられ、このフランジ受け部１４１には周壁部１４２とこの周壁部１４２に対して固定
された抑え部材１４３によって環状溝１４４が形成されている。シャーシ８５の先端側に
は第１の実施形態と同様に円筒状のライトガイド固定部材１０９が設けられている。ライ
トガイド固定部材１０９の基端部にはフランジ部１１０が設けられ、このフランジ部１１
０は環状溝１４４に嵌合されている。環状溝１４４の内径はライトガイド固定部材１０９
のフランジ部１１０の外径より大きく形成され、環状溝１４４に対してライトガイド固定
部材１０９が径方向に移動自在であり、フランジ部１１０と抑え部材１４３との間にはＯ
リング１１１が介在されて水密にシールされている。従って、第１基準面としてのフラン
ジ受け部８９と第２基準面としてのフランジ受け部１４１は略同一平面上に位置している
。そして、第２基準面としてのフランジ受け部１４１に対してフランジ部１１０が三次元
的に揺動自在に支持される支持手段が構成されている。
【００７１】
 次に、パワーユニット１２１の電気コネクタ空洞部１３６と光学コネクタ空洞部１３７
に対して挿入部側本体１２０の電気コネクタ部材１２３と光学コネクタ部材１２４を挿入
し、挿入部側本体１２０とパワーユニット１２１とを電気的及び光学的に接続する作用に
ついて説明する。
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【００７２】
　挿入部側本体１２０を把持して電気コネクタ部材１２３及び光学コネクタ部材１２４を
パワーユニット１２１の電気コネクタ空洞部１３６及び光学コネクタ空洞部１３７に位置
決めして挿入する。電気コネクタ部材１２３の挿入側コネクタ本体６９の外周面における
先端部が第１のワイパ１０１の摺接部１０１ｂに接触し、挿入側コネクタ本体６９を電気
コネクタ空洞部１３６に深く挿入すると、挿入側コネクタ本体６９の外周面を第１のワイ
パ１０１の摺接部１０１ｂが摺動し、第１のワイパ１０１のくびれ部１０１ａを支点とし
て電気コネクタ空洞部１３６の奥部方向に折曲した状態になり、その摺接部１０１ｂが挿
入側コネクタ本体６９の外周面に摺接する。従って、第１の実施形態と同様に、挿入側コ
ネクタ本体６９の外周面に洗滌時に付着した水分が残っていても、水分は第１のワイパ１
０１によって拭き取られ、電気接点部５９の表面の水分も第１のワイパ１０１によって拭
き取られる。
【００７３】
　挿入側コネクタ本体６９を電気コネクタ空洞部１３６にさらに深く挿入すると、電気接
点部５９と電気端子部９７とが対向し、両者は接触して挿入部側本体１２０とパワーユニ
ット１２１とが電気的に導通状態となる。また、挿入側コネクタ本体６９の先端部におけ
る外周面が第２のワイパ１０２の摺接部１０２ｂに摺接し、摺接部１０２ｂは折曲されて
挿入側コネクタ本体６９の先端部における外周面に密着する。従って、挿入側コネクタ本
体６９の先端側に水分が付着していても、第２のワイパ１０２によって水分が電気接点部
５９の方向に流れることはない。
【００７４】
　このようにして挿入側コネクタ本体６９が電気コネクタ空洞部１３６に挿入されると、
挿入側コネクタ本体６９のレンズ枠７９がライトガイド嵌合部材１１２の嵌合筒１１７に
嵌合し、光学レンズ８０と光学レンズ１１６とが対向してパワーユニット１２１と挿入部
側本体１２０とが光学的にも接続された状態となる。
【００７５】
　また、パワーユニット１２１側のシャーシ８５の環状溝９２に対してケーシング９３の
フランジ部９４が径方向に移動自在であり、Ｏリング９５によってシャーシ８５に対して
ケーシング９３のフランジ部９４が弾性的に押圧されている。従って、ケーシング９３が
揺動自在に支持され、端子固定部材９６は三次元的に揺動自在である。さらに、シャーシ
８５の環状溝１４４にはライトガイド固定部材１０９のフランジ部１１０が径方向に移動
自在であり、Ｏリング１１１によってシャーシ８５に対してライトガイド固定部材１０９
が弾性的に押圧されてライトガイド固定部材１０９は三次元的に揺動自在である。
【００７６】
　従って、第１の実施形態と同様に、挿入側コネクタ本体６９を電気コネクタ空洞部１３
６に挿入する際に、挿入側コネクタ本体６９の挿入先端側が径方向に揺動しても、挿入側
コネクタ本体６９の揺動に伴って端子固定部材１３８が三次元的に揺動して追従すること
になる。また、光学コネクタ部材１２４の挿入先端側が径方向に揺動しても、光学コネク
タ部材１２４の揺動に伴ってライトガイド固定部材１０９が三次元的に揺動して追従する
ことになる。このため、挿入部側本体１２０を把持してパワーユニット１２１に接続する
際に相互が径方向に位置ずれしても引っ掛かり感がなく円滑に挿入できる。そして、電気
接点部５９を電気端子部９７に接触させて電気的に導通させ、レンズ枠７９をライトガイ
ド嵌合部材１１２の嵌合筒１１７に嵌合して確実に光学的に接続することができる。
【００７７】
　図１０及び図１１は第３の実施形態を示し、第１の実施形態と同一構成部分は同一番号
を付して説明を省略する。図１０は挿入部側本体１４５及びパワーユニット１４６の非接
続状態の縦断側面図、図１１は挿入部側本体１４５とパワーユニット１４６との接続状態
の縦断側面図である。
【００７８】
 挿入部側本体１４５のライトガイド固定部材７７の先端部にはばね抑え部材１４７が設
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けられている。ライトガイド４６にはレンズ枠１４８が嵌合固定され、このレンズ枠１４
８には光学レンズ８０が装着されている。レンズ枠１４８の背面とばね抑え部材１４７と
の間にはスプリング１４９が圧縮状態で介在されている。さらに、レンズ枠１４８には電
気コネクタ固定部材８１の内周面と隙間を介して嵌合されたフランジ部１４８ａが設けら
れ、このフランジ部１４８ａは電気コネクタ固定部材８１のフランジ部８１ａと対向して
いる。そして、フランジ部１４８ａと８１ａとの間にはＯリング１５０が介在され、水密
にシールされている。従って、レンズ枠１４８は電気コネクタ固定部材８１に対して径方
向に移動自在であるとともに、スプリング１４９によって支持され、軸方向に移動自在で
ある。
【００７９】
　次に、パワーユニット１４６について説明すると、ケーシング９３の内部に設けられた
端子固定部材９６の先端部には円筒状のライトガイド固定基板１０４が固定されている。
ライトガイド固定基板１０４の先端部には閉塞部１５１が設けられ、この閉塞部１５１の
中心部には軸方向に貫通孔１５２が穿設され、この貫通孔１５２にはライトガイド１１５
が装着されている。ライトガイド１１５の端面には平板ガラスからなる光学レンズ１１６
が密着状態で設けられている。光学レンズ１１６はライトガイド嵌合部材１１２に設けら
れた嵌合筒１１７に固定されたレンズ枠１１８に装着されている。
【００８０】
 従って、ライトガイド１１５はライトガイド固定基板１０４に固定されているが、前記
レンズ枠１４８はスプリング１４９によって弾性的に押圧されているため、挿入側コネク
タ本体６９のレンズ枠７９をライトガイド嵌合部材１１２の嵌合筒１１７に嵌合する際の
挿入方向の衝撃力をスプリング１４９によって吸収することができると同時に光学レンズ
８０と１１６とを密着することができる。
【００８１】
　図１２及び図１３は第４の実施形態を示し、第１の実施形態と同一構成部分は同一番号
を付して説明を省略する。図１２は挿入部側本体１５３及びパワーユニット１５４の非接
続状態の縦断側面図、図１３は挿入部側本体１５３とパワーユニット１５４との接続状態
の縦断側面図である。
【００８２】
　まず、挿入部側本体１５３側について説明すると、挿入部側本体１５３の嵌合部材６３
には円筒状の挿入側コネクタ本体１５５が設けられている。挿入側コネクタ本体１５５は
電気絶縁材料によって形成され、この内周面には電気接点部５９が配置されており、各電
気接点部５９のリード部５９ａは挿入側コネクタ本体１５５の隔壁を貫通して挿入側コネ
クタ本体１５５の内部まで延長している。
【００８３】
 挿入側コネクタ本体１５５の内部には弾性部材のパッキン１５７がパッキンつぶし部材
１５８によって圧接状態に固定され、各電気接点部５９のリード部５９ａはパッキン１５
７を貫通して水密に保たれている。さらに、挿入側コネクタ本体１５５の先端部には電気
コネクタ保護部材１５９が設けられている。
【００８４】
 挿入側コネクタ本体１５５の基端部の中心部には軸方向に貫通孔１６０が設けられ、こ
の貫通孔１６０にはパイプ状のライトガイド嵌合部材１６１が対向して設けられている。
このライトガイド嵌合部材１６１の先端部はライトガイド固定部材１６２が嵌合されてい
る。貫通孔１６０にはライトガイド固定部材１６２に対して固定されたレンズ枠１６３が
設けられ、レンズ枠１６３には光学レンズ１６４が装着されている。レンズ枠１６３の外
周面にはＯリング１６５が装着され、貫通孔１６０との間が水密にシールされている。
【００８５】
 次に、パワーユニット１５４側について説明すると、パワーユニット１５４の本体部を
構成するアルミニウム等の剛性を有する金属部材からなる固定基板としてのシャーシ１６
６が設けられている。シャーシ１６６は挿入部側コネクタ本体１５５が挿入される円筒状
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の空洞部１６６ａが設けられている。空洞部１６６ａの内周面には嵌合受け部８７が設け
られ、この嵌合受け部８７には金属弾性部材からなる複数のフィンガ８８が周方向に配設
されている。
【００８６】
 シャーシ１６６の先端部には円筒状のケーシング９３が設けられている。ケーシング９
３の内側には端子固定部材１６７が固定リング１６７ａによって固定されている。端子固
定部材１６７は外周壁部１６８と内周壁部１６９及び閉塞壁部１７０を有し、前記挿入部
側コネクタ本体１５５が挿入される円環状の嵌合部１７１が設けられている。端子固定部
材１６７の内周壁部１６９における外周面には電気接点部５９に対応して複数の電気端子
部９７が配置されている。端子固定部材１６７の閉塞壁部１７０には弾性部材のパッキン
１７２がパッキンつぶし部材１７３によって圧接状態に固定され、各電気端子部９７のリ
ード部９７ａはパッキン１７２を貫通して水密に保たれている。さらに、パッキンつぶし
部材１７３にはパッキン抑え部材１７４が設けられ、このパッキン抑え部材１７４は端子
固定部材１６７に固定された電気コネクタ保護部材１７５に対してねじ込み固定されてい
る。
【００８７】
 端子固定部材１６７の内周壁部１６９における外周面には電気端子部９７と隣接して水
分を除去する除去手段としての第１のワイパ１７６と、閉塞壁部１７０側には電気端子部
９７と隣接して第１のワイパ１７６による除去方向とは異なる方向からの水分の侵入を防
止する防止手段としての第２のワイパ１７７が設けられている。
【００８８】
 第１及び第２のワイパ１７６，１７７は、内周壁部１６９の外周面に沿って円環状のゴ
ム部材によって形成され、外径が前記挿入側コネクタ本体１５５の内径より僅かに大径に
形成され、パワーユニット１５４の端子固定部材１６７に対する挿入側コネクタ本体１５
５の挿脱に伴って挿入側コネクタ本体１５５の内周面と摺接するように形成されている。
【００８９】
 このように、端子固定部材１６７には電気端子部９７を挟んで第１のワイパ１７６と第
２のワイパ１７７とが設けられ、パワーユニット１５４の端子固定部材１６７に対する挿
入側コネクタ本体１５５の挿脱に伴って端子固定部材１６７の表面に付着している水分を
第１のワイパ１７６によって除去できるようになっている。さらに、端子固定部材１６７
の先端側に付着している水分が重力によって電気接点部５９の方向に流れるのを第２のワ
イパ１７７によって阻止するように構成されている。
【００９０】
 また、電気コネクタ保護部材１７５の内部には第１基準面を構成するフランジ受け部に
よって環状凹部１７８が設けられている。この環状凹部１７８にはライトガイド嵌合部材
１７９のフランジ部１７９ａが嵌合されている。フランジ部１７９ａの外径は環状凹部１
７８の内径より僅かに小径であり、外周面に隙間が形成されている。フランジ部１７９ａ
にはばね抑え部材１８０が接合され、ばね抑え部材１８０とパッキン抑え部材１７４との
間にはスプリング１８１が圧縮状態に介在されている。ライトガイド嵌合部材１７９の中
心部には軸方向に貫通孔１８２が設けられ、この貫通孔１８２の内部にはライトガイド１
１５が装着されている。ライトガイド１１５の端面には平板ガラスからなる光学レンズ１
１６が密着状態で設けられ、この光学レンズ１１６はレンズ枠１１８に装着されている。
従って、ライトガイド嵌合部材１７９は電気コネクタ保護部材１７５に対して径方向及び
軸方向に移動自在であり、しかもばね抑え部材１８０がスプリング１８１によって弾性的
に支持されている。
【００９１】
 次に、パワーユニット１５４の嵌合部１７１に挿入部側本体１５３の挿入側コネクタ本
体１５５を挿入し、挿入部側本体１５３とパワーユニット１５４とを電気的及び光学的に
接続する作用について説明する。
【００９２】
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　挿入部側本体１５３を把持して挿入側コネクタ本体１５５を嵌合部１７１に挿入すると
、挿入側コネクタ本体１５５の外周面はフィンガ８８に接触するため、挿入側コネクタ本
体１５５は嵌合部１７１の中心部方向に弾性的に位置決めされる。挿入側コネクタ本体１
５５が嵌合部１７１に挿入されると、まず挿入側コネクタ本体１５５の内周面における先
端部が第１のワイパ１７６に接触する。
【００９３】
　挿入側コネクタ本体１５５を嵌合部１７１に深く挿入すると、挿入側コネクタ本体１５
５の内周面を第１のワイパ１７６が摺動し、挿入側コネクタ本体１５５の内周面に洗滌時
に付着した水分が残っていても、水分は第１のワイパ１７６によって拭き取られる。挿入
側コネクタ本体１５５の内周面には複数の電気接点部５９が設けられ、この電気接点部５
９の表面にも水分が付着していることがあるが、その水分も第１のワイパ１７６によって
拭き取られる。
【００９４】
　挿入側コネクタ本体１５５をさらに深く挿入すると、電気接点部５９と電気端子部９７
とが対向し、両者は接触して挿入部側本体１５３とパワーユニット１５４とが電気的に導
通状態となる。挿入側コネクタ本体１５５を嵌合部１７１の最も奥部に挿入すると、挿入
側コネクタ本体１５５の先端部における内周面が第２のワイパ１７７に摺接し、挿入側コ
ネクタ本体１５５の先端部における内周面に密着する。すなわち、挿入側コネクタ本体１
５５の先端側間を第２のワイパ１７７が遮断した状態となる。従って、挿入側コネクタ本
体１５５の先端側に水分が付着していても、第２のワイパ１７７によって水分が電気接点
部５９の方向に流れることはない。つまり、内視鏡２０の使用状態においては、挿入部側
本体１５３が下側で縦方向になり、挿入側コネクタ本体１５５の先端側の水分が重力によ
って電気接点部５９の方向に流れることがあるが、第２のワイパ１７７を設けることによ
って電気接点部５９の方向に流れようとする水分を遮断できる。
【００９５】
　このようにして挿入側コネクタ本体１５５が嵌合部１７１の最も奥部に挿入されると、
挿入側コネクタ本体１５５の光学レンズ１６４と光学レンズ１１６とが対向してパワーユ
ニット１５４と挿入部側本体１５３とが光学的にも接続された状態となる。
【００９６】
　また、パワーユニット５１側のシャーシ１６６の環状溝９２に対してケーシング９３の
フランジ部９４が径方向に移動自在であり、Ｏリング９５によってシャーシ８５に対して
ケーシング９３のフランジ部９４が弾性的に押圧されている。従って、ケーシング９３が
揺動自在に支持され、端子固定部材９６は三次元的に揺動自在である。さらに、ライトガ
イド嵌合部材１７９のフランジ部１７９ａが電気コネクタ保護部材１７５に対して径方向
に移動自在であり、スプリング１８１によって弾性的に押圧されて支持されているためラ
イトガイド嵌合部材１７９は三次元的に揺動自在である。
【００９７】
　従って、挿入側コネクタ本体１５５を嵌合部１７１に挿入する際に、挿入側コネクタ本
体１５５に挿入先端側が径方向に揺動しても、挿入側コネクタ本体１５５の揺動に伴って
端子固定部材１６７及びライトガイド嵌合部材１７９が三次元的に揺動して追従すること
になる。このため、挿入部側本体１５３を把持して挿入側コネクタ本体１５５を嵌合部１
７１に挿入する際に挿入側コネクタ本体１５５に挿入先端側が径方向に位置ずれしても引
っ掛かり感がなく円滑に挿入できる。
【００９８】
　さらに、ライトガイド嵌合部材１７９はスプリング１８１によって電気コネクタ保護部
材１７５のフランジ部１７５ａに弾性的に押圧されている。従って、挿入側コネクタ本体
１５５を嵌合部１７１に嵌合する際の挿入方向の衝撃力をスプリング１８１によって吸収
することができると同時に光学レンズ１６４と１１６とを密着することができる。
【００９９】
　なお、本発明は、前記実施形態そのままに限定されるものではなく、実施段階ではその
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れている複数の構成要素の適宜な組合せにより種々の発明を形成できる。例えば、実施形
態に示される全構成要素から幾つかの構成要素を削除してもよい。さらに、異なる実施形
態に亘る構成要素を適宜組み合わせてもよい。
【図面の簡単な説明】
【０１００】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る医療装置を示す概略的な斜視図。
【図２】同実施形態に係る医療装置を示す概略的なブロック図。
【図３】同実施形態に係る内視鏡の挿入部側本体とパワーユニットの斜視図。
【図４】同実施形態に係る医療装置の挿入部側本体とパワーユニットとの非接続状態の縦
断側面図。
【図５】同接続状態の縦断側面図。
【図６】同実施形態に係る医療装置の挿入部側本体とパワーユニットとの非接続状態を示
し、パワーユニットのみを断面した側面図。
【図７】同接続状態を示し、パワーユニットのみを断面した側面図。
【図８】同実施形態に係る医療装置のフレキシブルコネクタを示し、（ａ）（ｂ）は斜視
図。
【図９】本発明の第２の実施形態に係る医療装置の挿入部側本体とパワーユニットとの非
接続状態の縦断側面図。
【図１０】本発明の第３の実施形態に係る医療装置の挿入部側本体とパワーユニットとの
非接続状態の縦断側面図。
【図１１】同接続状態の縦断側面図。
【図１２】本発明の第４の実施形態に係る医療装置の挿入部側本体とパワーユニットとの
非接続状態の縦断側面図。
【図１３】同接続状態の縦断側面図。
【符号の説明】
【０１０１】
　８５…シャーシ（固定基板）、８９…フランジ受け部（第１基準面）、９３…ケーシン
グ（第１のコネクタ部）、１０５…フランジ受け部（第２基準面）、１０９…ライトガイ
ド固定部材（第２のコネクタ部）
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